
menu

Ａ　ｂ　ｕ　ｋ　ｕ　ｍ　ａ　Ｄ　ａ　ｙ　ｏ　ｒ　ｉ
阿 武 隈 だ よ り

2024. 3 第50号
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土地改良区理事長訪問

あぶくま川水系角田地区土地改良区

◇プロフィール◇

理事長　面
おも

　川
かわ

　義
よし

　明
あき

●生年月日　昭和28年９月20日
●出 身 地　宮城県角田市
●略　　歴　角田土地改良区総代　　　昭和63年6月
　　　　　　角田土地改良区理事　　　平成20年7月
　　　　　　角田土地改良区副理事長　平成24年7月
　　　　　　あぶくま川水系角田地区土地改良区理事　平成26年4月
　　　　　　あぶくま川水系角田地区土地改良区副理事長　平成30年6月
　　　　　　あぶくま川水系角田地区土地改良区理事長　令和4年6月27日～
●趣　　味　百姓
●座右の銘　「継続は力なり」

　日頃より、あぶくま川水系角田地区土地改良区の事
業運営に多大なるご指導、ご支援を賜り深く感謝申し
上げます。
　当土地改良区は、宮城県南部に位置し四方を山に囲
まれた伊具盆地にあります。福島県と隣接する丸森町
と角田市に跨る5,000ha以上の農地を有し、管内を流
れる阿武隈川は、福島県境の山地を東流し、盆地に入
ると北に向きを変え阿武隈川下流の沖積平野を形成
しています。伊具盆地は、藩政時代から阿武隈川によ
る洪水常襲地であり、阿武隈川との闘いの歴史だと言
われてきました。特に、阿武隈川西岸地域に降った雨
は、阿武隈川の水位が高くなると内水の自然排水が困
難になり、しかも、阿武隈川の水が逆流して阿武隈川
西岸地区一帯の内水が高くなり、農地のみならず市街
地にも冠水被害をもたらしてきました。その逆流を防
ぐため、江戸時代、最下流に位置する江尻地区に江尻
閘門がつくられたと言われています。江尻閘門によっ
て逆流は防げたものの、西岸地域の平野部は殆ど海抜
差がないという地形から、地区内に溜まった内水を阿
武隈川に排水するには機械の力に頼る以外にありま
せんでした。そこで昭和初期から江尻地先に3カ所の
排水機関場を設置しポンプ排水を行ない、当時として
は「東洋一」の規模を誇った江尻排水機場が県営排水
事業によって建設されました。しかし、老朽化が著し
く、加えて排水路の通水能力不足により少しの雨でも
大きな湛水被害を生じました。それを解消するため、
国営かんがい排水事業「角田地区」として、昭和５９年
度に事業採択を受け、現在の国営江尻排水機場が完成

し、平成７年度に事業完了しました。基幹的な農業水
利施設は、国営かんがい排水事業「角田地区」により
造成されましたが、特に、江尻排水機場においては電
気設備の故障により、主ポンプが緊急停止する不測の
事態が発生し、湛水被害が生じました。また、除塵機
設備の故障等による、施設の機能低下が生じているこ
とから、災害時の対応が心配されていました。このた
め、令和元年から事業実施中の国営施設応急対策事業
「角田地区」とし、現在工事が進められています。
　ところで、令和元年東日本台風は角田市・丸森町地
区において、多くの尊い人命が失われるなど、農地は
もちろんのこと、市街地にも未曽有の大災害が発生し
ました。こうした状況を踏まえ、令和４年11月、新た
に丸森町を加え角田市・丸森町国営土地改良事業推進
協議会が設立されました。また、豪雨時の排水対策と
して、基幹施設の排水能力強化や排水系統の見直しな
ど一体的な整備、総合的な流域治水対策を早急かつ連
携して実現するため、国営土地改良事業地区調査「角
田丸森地区」の早期実現を切望しているところです。
　当土地改良区が管理している排水機場は、農業基盤
全般を湛水被害から守り農業経営の安定に資すると
ともに、中心市街地の浸水被害を防ぐ地域排水機能も
発揮し、地域住民の生命と財産を守る、重要な施設と
して認識されています。これからも、地域を守る土地
改良区として役職員一丸となって誇りと責任を持っ
て取り組んで参ります。
　最後になりますが、皆様のご健勝と今後のご活躍を
お祈りいたします。



2

阿武調情報
○国営施設応急対策事業「角田地区」の実施状況

主ポンプ
改修

原動機
改修

除塵機
改修

建屋
改修
耐震化対策

吸込水槽
改修
耐震化対策

制水門
改修
耐震化対策

　角田地区は、宮城県南部に位置する角田市2,737haの農地を受益地としています。地区内では水稲を中心に、
水田の畑利用による野菜、果樹等を組み合わせた農業経営が展開されており、近年はきゅうり、ねぎ等の高収益
作物の栽培が盛んです。
　本地区の基幹的な農業水利施設は、国営角田土地改良事業（昭和59年度～平成７年度）により造成されました
が、江尻排水機場は電気設備の故障を起因とした主ポンプの緊急停止により受益地内に湛水被害が発生するとと
もに、コンクリート構造物のひび割れや摩耗、除塵機設備の故障等による施設の著しい性能低下が生じています。
更に、大規模地震が発生した場合には、施設が破損し豪雨時に運転できないなど地域
に甚大な被害を及ぼす恐れがあります。
　このため、本事業では、施設機能の保全と耐震化のための整備を一体的に行うこと
により、施設の維持管理の費用と労力の軽減及び施設の長寿命化を図り、農業生産性
の維持及び農業経営の安定を目指します。
　○関係市町村：宮城県角田市
　○受 益 面 積：水田　2,194ha　畑　543ha
　○予 定 工 期：令和元年度～令和８年度（予定）
　○事　業　費：59億円（Ｈ29年度時点）
　○主 要 工 事：江尻排水機場

①江尻排水機場除塵設備製作据付工事 ②江尻排水機場ポンプ設備補修工事

③江尻排水機場４号吸水槽耐震補強工事

【角田地区事業位置図】

【工事計画】
　令和５年度の工事は、
　①江尻排水機場除塵設備製作据付工事
� （3箇年国債の3年目）
　②江尻排水機場ポンプ設備補修工事
� （2号･4号ポンプ､4箇年国債の2年目）
　③江尻排水機場4号吸水槽耐震補強工事
を実施しています。
　令和６年度以降は、江尻排水機場第１制水
門耐震補強他工事、江尻排水機場ポンプ設備
補修（その２）工事（１号･３号ポンプ､ ４
箇年国債）及び江尻排水機場管理用道路法面
保護工事を順次進める予定です。
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阿武調情報
○国営施設応急対策事業「母畑地区」の実施状況

【令和４年度の工事実施状況】
　南幹線用水路の継手改修工事を実施

【令和５年度の工事実施状況】
　南幹線用水路の改修工事を実施

【今後改修する千五沢ダム取水塔】 【満水時の千五沢ダム】

【目的】
　母畑地区は、郡山市、白河市、須賀川市、西白河郡中島村、石川郡石川町及び同郡玉川村にまたがる1,965haの
農業地帯で、水稲を中心に野菜や果樹等を組み合わせた農業経営が展開されており、きゅうり、スイートコーンな
どの高収益作物の導入による産地収益力向上に取り組んでいます。
　本地区の基幹的な農業水利施設は、国営母畑土地改良事業（昭和42年度～平成9年度）により造成され、老朽化
が進み機能の低下から農業用水の安定供給に支障を来しているとともに、施設の維持管理に費用と多大な労力を要
していることから、令和３年度より千五沢ダム取水施設及び幹線用水路を改修する国営施設応急対策事業を実施し
ています。

【概要】� 【位置図】　　　　　　　 　　　　

関係市町　福島県郡山市、白河市、須賀川市、中島村、石川町、玉川村

実施期間　令和３年度～令和９年度（予定）

受益面積　1,965ha

総事業費　3,500百万円

主要工事　ダム（改修）　　　　　１ヶ所

　　　　　幹線用水路（改修）　　17.5㎞

【幹線用水路の継手改修（止水バンド）】 【幹線用水路の改修（管入替え）】

母畑地区
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阿武調情報
○国営施設応急対策事業「雄国山麓地区」の実施状況

【令和４～６年度の工事実施状況】
　水管理施設改修工事を実施中

【令和５年度の工事実施状況】
　大深沢調整池導水路ゲート改修工事を実施

【今後ゲートを改修する大深沢調整池】 【改修が完了した導水路ゲート】

【目的】
　雄国山麓地区は、福島県喜多方市に位置する542haの農業地帯で、水稲を中心にそば、アスパラガス、リンゴ等
を組み合わせた農業経営が展開されています。
　本地区の基幹的な農業水利施設は、国営雄国山麓土地改良事業（昭和45年度～平成４年度）により造成され、老
朽化が進み機能の低下から農業用水の安定供給に支障を来しているとともに、施設の維持管理に費用と多大な労力
を要していることから、令和３年度より大深沢調整池、揚水機場及び幹線用水路を改修する国営施設応急対策事業
を実施しています。

【概要】� 【位置図】　　　　　　　  　　　　　　
関 係 市　　福島県喜多方市
実施期間　　令和３年度～令和８年度（予定）
受益面積　　542ha
総事業費　　1,900百万円
主要工事　　調整池（改修）　　　　１ヶ所
　　　　　　揚水機場（改修）　　　１ヶ所
　　　　　　幹線用水路（改修）　　3.0km
　　　　　　水管理施設（改修）　　１式

【現　況】

【イメージ】

雄国山麓地区
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阿武調情報
○国営土地改良事業地区調査「角田丸森地区」について令和6～7年度実

施

　角田丸森地区は、宮城県の南部に位置し、阿武隈川左岸に展開
する約3,400haの農業地帯です。水稲を中心に、畑や水田畑利用
による大豆、野菜等を組み合わせた土地利用型の農業が展開され
ております。

　本地域の基幹施設である江尻排水機場は、前歴事業である国営
角田土地改良事業で整備したものであり、令和元年東日本台風の
際にフル稼働したものの、地区内の農地と土地改良施設（用排水
機場、用排水路、ため池）が多数被災し、市街地等にも甚大な被
害が発生しました。

地 区 概 要
関係市町村 宮城県角田市、伊具郡丸森町（１市1町）

受 益 面 積 3,381ha

事　業　名 国営総合農地防災事業

主 要 工 事 排水機場の新設・改修・廃止、排水路新設等

整 備 水 準 1/30 確率降雨

　現在、国営施設応急対策事業にて江尻排水機場の老朽化対策等改修工事が実施されておりますが、現状の排
水機能の維持にとどまらず、豪雨時の排水対策として、排水系統の見直しや基幹施設の能力強化など抜本的な
整備が地元から求められております。
　そこで、整備水準を前歴事業の1/10確率降雨に対し、１/30確率降雨に上げ、近年の豪雨被害に対応した排水
計画を立てるとともに、施設の統廃合や排水系統の再編を行うことで施設の整備費用や維持管理費用の低減を
図ることを目的として新たな事業計画の策定を進めており、令和５年度は地域整備方向検討調査にて、各施設
の構想設計等を実施しておりました。そして、令和６年度より国営土地改良事業地区調査へ移行し、各施設の
基本設計、土地改良事業計画書（案）の作成等を行い、計画をより具体化する予定です。

【江尻排水機場上空】 【令和元年東日本台風時　江尻排水機場周辺】
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阿武調情報
○地域整備方向検討調査「隈戸川二期地域」について令和4～6年度実

施

　隈戸川二期地域は、福島県の中通りの南部、阿武隈川の左岸に
位置する水田農業地帯です。

　本地域の基幹的な農業水利施設は、国営大規模開墾事業「白河
矢吹地区」（昭和16年度～昭和39年度）により造成され、その後、
国営かんがい排水事業「隈戸川地区」（平成４年度～平成2４年度）
により更新されましたが、幹線用水路の漏水など不測の事態が頻
発しています。また、近年（平成25年度以降）の気候変動による
用水不足や地区内の非効率な水利用等が課題となっています。

地 域 概 要

関係市町村
福島県白河市、須賀川市、岩瀬郡鏡石町、天栄村、
西白河郡泉崎村、中島村、矢吹町（２市2町３村）

受 益 面 積 3,215ha（調査中）

事 業 構 想 検討中

　一部の幹線用水路は主要鉄道や住宅密集地付近を通過しており、また、令和５年度は一部のパイプラインで
漏水事故が発生したことから、一刻も早い対策が地元等から求められております。引き続き、本調査において、
施設の老朽化対策、不安定な用水供給となっている原因を究明するとともに、高度な需給調整の実現、非効率
な水利慣行を打破する対策を検討しております。

【日和田頭首工】 【隈戸揚水機場】
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阿武調情報
○地域整備方向検討調査「会津宮川二期地域」について令和４～６年度実

施

　会津宮川二期地域は、福島県の西部に位置し、会津美里町及び
会津坂下町にまたがる約4,400haの農業地帯です。水稲を中心に、
そば、大豆などの土地利用型作物、アスパラガス、きゅうりなど
の野菜、柿、りんごなどの果樹を組み合わせた農業経営が展開さ
れています。

　本地域では、近年の気象状況の変化等による用水不足、畑地か
んがい施設の未整備、米依存の営農体系から野菜等の高収益作物
を中心とした営農体系への転換といった課題があります。今後も
引き続き、実態の把握や課題の原因究明を進め、課題解決に向け
た対策検討を進める予定です。

地 域 概 要

関係市町村
福島県大沼郡会津美里町、
河沼郡会津坂下町（２町）

受 益 面 積 4,355ha（調査中）

事 業 構 想 かんがい排水事業

※調査計画の概要について
○地域整備方向検討調査
　農業水利施設の利用や管理、地域内の営農や土地利用、農業水利施設周辺の自然環境等に関する現況調
査を行い、地域の課題を把握する「地区課題把握調査」、把握した現況や課題を踏まえ、国営事業実施地区
の範囲を概定する「事業地区概定調査」、そのうえで、整備構想の策定、事業費・事業効果の概略算定、地
元意向の確認を行う「整備構想策定調査」の３つの調査から国営地区調査実施の可能性を検討します。

○国営土地改良事業地区調査
　地域整備方向検討調査を踏まえ、国及び地方公共団体等の定めた各種農業振興計画に基づき、地域開発
の観点も含め、総合的な営農・土地利用計画、用排水計画、施設計画等を内容とする土地改良事業計画書
（案）を作成するための調査です。

【新宮川ダム】


